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佐賀県︓180mm
200〜300mm

福岡管区気象台 ︓8⽉12⽇5時27分発表
⿅児島地⽅気象台︓8⽉12⽇5時06分発表

国管理河川と各県の予想⾬量について

⻑崎県︓250mm
200〜300mm

熊本県︓300mm
200〜300mm

福岡県︓150mm
200〜300mm

⼤分県︓250mm
200〜300mm

宮崎県︓200mm
200〜300mm

⿅児島県︓250mm
200〜300mm 1



令和元年8⽉の前線に伴う⼤⾬

2

■河川出⽔状況（直轄河川）
レベル５（氾濫の発生）：３河川
・六角川（牛津川）、松浦川（松浦川）、
筑後川（巨瀬川）

レベル４（氾濫危険水位超過）：６河川
・六角川（六角川）、山国川（山国川）、筑後川（城原川）

矢部川（矢部川）、松浦川（徳須恵川、厳木川）

六⾓川（佐賀県⼤町町）

凡例

レベル４（氾濫危険水位超過）

防災操作実施ダム（直轄）

レベル５（氾濫の発生）

 ８⽉２７⽇から、秋⾬前線の活発な活動により九州の広範囲に強い⾬域がかかり、⻑崎県、
佐賀県、福岡県を中⼼に⼤⾬となりました。

 六⾓川流域では、24時間で426mmの⾬量を記録する⼤⾬となり、佐賀県を流れる六⾓川や
松浦川などで氾濫が発⽣しました。



令和元年8⽉の前線に伴う⼤⾬ 六⾓川流域の浸⽔被害状況
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至佐賀市

六角川左岸23.8k付近 浸水状況

武雄川左岸0.8k付近 浸水状況

武雄市内 浸水状況

➂

②

①

国道34号

至武雄市

牛津川右岸5.0k付近 浸水状況

牛津川左岸8.4k付近 浸水状況

⑥

⑤

④

六角川左岸19.8k付近 浸水状況

凡例

浸水範囲

越水箇所

大臣管理区間

①

②

➂

④

⑤

⑥

9月30日時点 国土交通省、佐賀県調べ
 床上浸⽔1,132⼾、床下浸⽔1,804⼾、浸⽔⾯積約6，900ｈａに及ぶ被害が発⽣。



令和元年8⽉の前線に伴う⼤⾬ ⼟砂災害

佐賀県大町町で発生した
ボタ山の崩壊

佐賀県金立町で発生した
土石流

きんりゅうまち
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⾼梁川⽔系⼩⽥川（岡⼭県倉敷市）
• 左岸及び複数の⽀川の決壊、右岸の越⽔により、
真備町を中⼼に浸⽔被害（約1,200ha、約4,600⼾）

肱川⽔系肱川（愛媛県⼤洲市）
• 越⽔等により、⼤洲市全域で浸⽔被害（約3,100⼾）

東大洲地区の浸水状況

平成30年７⽉豪⾬により、広域的かつ同時多発的に河川のはん濫、がけ崩れ等が発
⽣。これにより、死者224名、⾏⽅不明者8名、住家の全半壊等21,460棟、住家浸⽔
30,439棟の極めて甚⼤な被害が広範囲で発⽣。

あやべしうえすぎ
ちょう
京都府綾部市上杉町

■各地で土砂災害が発生

■各地で洪水被害が発生

ひろしまし あさきたく
くちたみなみ
広島県広島市安佐北区⼝⽥南

※：消防庁「平成３０年７月豪雨及び台風第１２号による被害状況及び消防機関等の対応状況（第58報）」
（平成30年11月6日）

平成30年7⽉豪⾬⻄⽇本豪⾬災害（全国での被害状況）



平成30年7⽉豪⾬⻄⽇本豪⾬災害（九州での被害状況）
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■河川出水状況（直轄河川）

・遠賀川、筑後川、山国川、松浦川、六角川、
嘉瀬川、菊池川、球磨川

レベル４（氾濫危険水位超過） ： ８水系

【ヘリ位置】佐賀県神埼市
【撮影位置】福岡県久留米市

 ⻄⽇本を中⼼に、広域的かつ同時多発的に河川の氾濫、崖崩れ等が発⽣。
 九州内でも20の⽔系のうち8⽔系で氾濫危険⽔位を超過し、遠賀川、筑後川両⽔系では９つの

⽔位観測所で観測史上最⾼⽔位を記録。
 遠賀川流域では24時間で350mm、筑後川流域でも24時間で275mmの⾬量を記録し、床上浸

⽔961⼾、床下浸⽔1863⼾の内⽔被害が広域的に発⽣。

凡例

レベル４（氾濫危険水位超過）

防災操作実施ダム（直轄）



平成30年7⽉豪⾬⻄⽇本豪⾬災害（内⽔被害が広域的に発⽣）
福岡県久留米市をはじめとして広範囲で浸水被害が発生
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平成30年7⽉豪⾬⻄⽇本豪⾬災害（⼟砂災害の発⽣状況）
福岡県北九州市をはじめとして九州各県で土砂災害が発生
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川の⽔位情報と避難⾏動等

 川の⽔位（上昇）に応じた情報に基づき、
迷わず・空振りをおそれず【避難】⾏動を︕

[ 氾濫発生情報 ]
【Ｌ５(緊急安全確保)相当】
命の危険、直ちに安全確保

[ 氾濫危険情報 ]
【Ｌ４(避難指⽰)相当】
危険な場所から全員避難

[ 氾濫警戒情報 ]
【Ｌ３(⾼齢者等避難)相当】
危険な場所から
⾼齢者等は避難※

[ 氾濫注意情報 ]
ハザードマップ、
気象情報の確認

[ 平常 ]
リスク情報の把握
避難訓練の実施

氾濫危険⽔位

避難判断⽔位

氾濫注意⽔位

洪⽔警報 洪⽔注意報洪⽔注意報

避難⾏動等

平
常
時

※⾼齢者以外の⼈も、必要に応じ、普段の⾏動を⾒合わせたり、
避難の準備をしたり、⾃主的に避難。 9



現在の⾬や⽔位の状況

10

8/12 １０︓０９時点 別画⾯で最新の状況を説明しています。



「川の防災情報」での予測水位の提供について

6時間先までの予測水位
を水位グラフで表示

水位観測所の位置を
地図上に表示

指定河川洪水予報が
発表された河川に着色

○指定河川洪⽔予報で発表された6時間先の予測⽔位については、「川の防災情報」
ウェブサイトにおいて基準⽔位観測所の⽔位グラフで確認が可能。
注意：表⽰されている予測値は洪⽔予報を発表した時点の値であり、時間が経過している場合

実際との乖離が⼤きくなっていることがある。

※ 表示されている予測値は11時40分時点の値です。時間が経過している場合、
実際との乖離が大きくなっていることがあるのでご注意ください。

注意書きを記載

イメージ

6時間先までの予測水位
を水位グラフで表示

11



任意の地点を登録
→⾃宅周辺などローカルな
情報を⼿に⼊れやすく

地図から探す
レーダ⾬量、河川⽔位、
カメラ映像、ダム情報等
を地図上でまとめて表⽰

情報を並べてみる
【次ページ参照】

国⼟交通省 「川の防災情報」
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【注意点】
 ＩＥ（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ）では表⽰できません。
 閲覧の際は、「Google Chrome」「Microsoft Edge」「Safari」からご覧ください。

 ⾃宅周辺の⾬の状況や河川の⽔位の状況は
国⼟交通省川の防災情報で確認が可能︕



国⼟交通省 「川の防災情報」
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浸⽔の危険性が
⾼まっている河川

洪⽔予報の発表
地域

ダムの
放流通知

洪⽔キキクル
・気象庁

浸⽔害の危険度

⼟砂キキクル
・気象庁

⼟砂災害の危険度

⽔害リスクライン
・平⾯的なリスク情報
・河川カメラ

川の⽔位情報
・通常⽔位計
・危機管理型⽔位計
・河川監視カメラ情報

（CCTV、簡易型）

避難情報
・Lアラートの情報をもとに

⾃治体発令状況⼀覧、詳細

 ⾬や⽔位の情報の他、ダムの情報、浸⽔や
⼟砂災害の危険度の情報、⾃治体の避難情
報についても最新の情報が確認可能︕

九州をクリック



⻄瀬橋

7/3 6:00〜7/4 10:00累積レーダ⾬量
（統⼀河川情報システムより作成）

球磨川

令和2年7⽉球磨川豪⾬被害

 梅⾬前線が停滞し、7 ⽉ 3 ⽇~ 8 ⽇にかけて、線状降⽔帯が九州で多発。
 球磨川では、⼤⾬により氾濫が発⽣し、⼈吉市、球磨村、芦北町、⼋代市

坂本では記録的な浸⽔深となり多数の浸⽔被害が発⽣。
 熊本県の⼈的・物的被害※︓死亡者数６５⼈、住家屋被害7,412棟。

※内閣府とりまとめ資料（令和3年1月時点） 14
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⽔防団待機⽔位

氾濫注意⽔位

避難判断⽔位

氾濫危険⽔位

⽔防団待機⽔位

氾濫注意⽔位

避難判断⽔位

氾濫危険⽔位

５氾濫の発⽣ 氾濫の発⽣

レベル ⽔位 レベル ⽔位

【暫定運⽤の基準】 【現⾏の基準】

暫定運⽤のイメージ

【球磨川】基準⽔位観測所 暫定基準運⽤について
 球磨川の多良⽊、⼀武、⼈吉、渡、⼤野、萩原の６観測所における洪⽔

予報については、令和2年7⽉5⽇より被災状況を踏まえた暫定基準での
運⽤を実施中
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球磨川水系球磨川（熊本県人吉市）における浸水状況

本情報は速報値であるため、今後の調査等で変わる可能性があります
。

浸水想定区域図（想定最大規模）

球磨川における浸水範囲と浸水想定区域図

※どこでも同じような浸水が発生する可能性がある。

16
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国⼟交通省「ハザードマップポータルサイト」
 お住まいの地域のリスクは、ハザードマップポータルサイトで確認可能︕



前線の停滞により数⽇間断続的に
激しい⾬や⾮常に激しい⾬が降る恐れ

洪⽔氾濫、内⽔氾濫、⼟砂災害に
厳重に警戒が必要︕

明るい時間での避難、早めの避難等

｢命を守るため最善の⾏動｣
をお願いします。

18



参考資料等



⼟砂災害の特性を考慮した避難の考え⽅

20



西日本と東日本における記録的な大雨について（6/28～7/6）

○ ６月29日に日本の南で発生した台風第７号は東シナ海を北上し、対馬近海で進路を北東に変えた後、７月４日
に日本海で熱帯低気圧に変わった。その後、８日にかけて西日本に梅雨前線が停滞し、非常に暖かく湿った空
気が供給され続け、大雨となりやすい状態が続いた。

○ このため、西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となり、６月28日～７月８日までの総降水量が四
国で1,800mm、東海で1,200mmを超えるところがあるなど、７月の月降水量平年値の４倍となる大雨となったとこ
ろがあった。

○ 特に長時間の降水量が記録的な大雨となり、アメダス観測所等（約1,300地点）では24時間降水量は77地点、
48時間降水量は125地点、72時間降水量は123地点で観測史上1位を更新した。

48時間降水量の期間最大値（期間2018年6月28日～7月8日）実況天気図（2018年7月7日6時00分時点）

※気象庁ウェブサイトを基に作成

平成30年７月豪雨の降雨の特徴（概要）

停滞した梅雨前線に暖かく湿った空気が供給 広い範囲で記録的な大雨 長期間の大雨

観測史上１位の更新地点数
（時間降水量別）

観測史上1位の
更新箇所数

1時間
降水量

3時間
降水量

6時間
降水量

12時間
降水量

24時間
降水量

48時間
降水量

72時間
降水量 123箇所

125箇所

14箇所

16箇所

31箇所

49箇所

77箇所

21



【球磨川】基準⽔位観測所 暫定基準運⽤について

氾濫注意水位 氾濫危険水位 計画高水位

レベル２ レベル４ レベル５

金剛※１ - 3.5※２ 4.37

萩原 2.00 4.40 5.36

横石※１ 5.50 - 10.52

大野 6.50 10.90 14.81

渡 5.00 7.60 11.33

人吉 2.00 3.20 4.07

一武 3.50 4.40 5.68

多良木 2.00 3.60 4.44

川辺川 柳瀬※１ 6.00 - 6.00

※１ 危険箇所の設定がなく、洪水予報基準観測所でない観測所
※２ 氾濫危険潮位

1.60 3.50

5.00 -

1.50 3.00

2.90 4.30

5.50 8.00

3.80 6.00

避難判断水位

レベル１ レベル３

球磨川
球磨川

2.50 -

1.60 3.50

4.50 -

水系名 河川名
洪水予報
基準地点

水防団待機水位

氾濫危険⽔位等の⼀覧（暫定基準の運⽤）
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事前放流について
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＜災害名と被害概要＞ 6⽉ 7⽉
令和2年7⽉豪⾬
球磨川氾濫
遠賀川、筑後川、⼤分川氾濫

平成30年7⽉豪⾬
遠賀川、筑後川内⽔、⻄⽇本豪⾬災害

平成29年7⽉九州北部豪⾬
筑後川⽔系⾚⾕川、花⽉川等氾濫、⼟砂災害

平成24年7⽉九州北部豪⾬
⼭国川、筑後川⽔系花⽉川氾濫。
菊池川、⽩川氾濫、阿蘇⼟砂災害
⽮部川堤防決壊

平成21年中国・九州北部豪⾬
⼭⼝県、福岡県の洪⽔氾濫、⼟砂災害

平成18年7⽉⿅児島県北部豪⾬
川内川氾濫、⿅児島県の⼟砂災害

平成15年7⽉豪⾬
遠賀川氾濫、⽔俣⼟⽯流災害

梅⾬時期の甚⼤な⽔害や⼟砂災害は梅⾬末期に発⽣︕
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 近年、⻄⽇本で甚⼤な被害が発⽣した梅⾬の豪⾬は、梅⾬末期に発⽣。
 豪⾬に伴う⽔害・⼟砂災害へ⼀層の警戒が必要な時期。

梅雨入り：6/11 梅雨明け7/30

6/5

6/20 7/13

5/30 7/23

6/3

6/8

6/9 7/31

7/4
7/6-8

7/23-
24

7.24
-26

7/5

7/6-8
7/9

7/12-
14

8/4

7/26
7/18-
20

○/○ ：主な発災時期

7/3



線状降⽔帯と河川の位置（国管理河川）の関係について
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球磨川

R1.8 遠
賀
川

矢部川
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国
川

松
浦
川 嘉

瀬
川

川内川

緑川

菊地川

白川

球磨川

筑
後
川

六角川

番匠川

小丸川

五ヶ瀬川

大野川

本明川

肝属川

大分川

大淀川

R2.7

六⾓川



線状降⽔帯による近年の災害の事例（R1 六⾓川）

六⾓川（佐賀県⼤町町）
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 ８⽉２７⽇から、秋⾬前線の活発な活動により九州の広範囲に強い⾬域が
かかり、⻑崎県、佐賀県、福岡県を中⼼に⼤⾬となりました。

 多久市で24時間最⼤⾬量476ミリの⾬量を観測し、床上浸⽔1,132⼾、床
下浸⽔1,804⼾の被害が発⽣しました。

8/27 00:00〜8/28 08:00累積レーダ⾬量
（統⼀河川情報システムより作成）

六⾓川



ハザードマップ（市町村が作成公表）

• 浸⽔想定区域や⼟砂災害警戒区域、避難所を⼀
元的に確認できる。

飯塚市ハザードマップ 27



想定浸⽔継続時間（浸⽔想定区域図に表⽰）
• 在宅避難の場合は、電気・ガス・上下⽔道等が停⽌することを想定し、浸⽔継続時
間に応じた量の飲料⽔、⾷料、簡易トイレ等の事前準備が必要である。

出展：⼤規模⽔害対策に関する専⾨調査会報告（参考資料）
⾃宅に留まった場合の⽣活環境イメージ

遠賀川⽔系洪⽔浸⽔想定区域図（想定最⼤規模）
[浸⽔継続時間]
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